
【整備前】
○ 傾斜が大きく不整形で狭小な区画であるた

め、作業効率が
悪く営農に支障。
さらに担い手不
足により借り手
が見つからず
荒廃農地が増
加。

○ 食育活動を通して、生産者の顔が
見える安全、安心な野菜として地域
の人に広く認知。

○ 学校給食センターでの地場産物
の使用割合も年々増加。

○ Uターン就農者が基盤整備を契機

に野菜の生産量を拡大。地域に根付

いた伝統野菜を守り、地域資源の減

少を防ぐ。

○ 小学校や保育施設を対象とした収

穫体験や料理教室などにより食育を

推進。

○ 給食センターや地元レストランに野

菜を出荷し、地元食材に対する関心、

愛着を持ってもらう地産地消の取組を

実施。

小学生の収穫体験
○ 小学校や保育施設と連携し、収穫体

験や収穫した野菜によるカレー作りのイ
ベントを定期的に開催。市内の給食セン
ターにも野菜を出荷し、食育と地産地消
の両面から、地元の魅力を発信。

【工夫のポイント】

基

盤

区画の拡大による生産性の向上

生

産

現

場

伝統野菜＋無農薬栽培で高付加価値化を実現 学校給食における

地場産物の積極的な活用

地
域
の
取
組

食育と地産地消活動の推進

○ 親元でUターン就農した若手農家が、
新たに農園を設立。地域に根付いた伝
統野菜を、農薬や化学肥料を使わず栽
培することで高いブランド力が定着。

○ SNSを通じて、本地域の野菜を
広く周知し、各種イベントでも販売。
収量の少ない伝統野菜は、首都
圏のレストランへ直接出荷。

○ 地域の個人宅への野菜配達も
行うなど、新たな販路を拡大。

加
工
・流
通

インターネットを活用した販路拡大

【取組地域の概要】

○位置
山梨県甲州市（山村、特農）

○主要作物
・大豆、さといも、だいこん、たまねぎ 等

○主な支援施策
・農地耕作条件改善事業（H30～）

・農地中間管理事業（R3～）

・果樹団地化促進支援事業（県単：R4～）

山梨県

神金地区

こうしゅうし

かみかね

【山梨県甲州市】Uターン就農者が伝統野菜を継承し地域農業を守る取組
こうしゅうし

農業の成⻑産業化⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍

（H30年～）

基盤整備

○ 区画の拡大
により農業機
械の導入が可
能となり、生産
コストが低減。
生産量も増加
し、安定供給
を確保。

給食の写真

地域の野菜を
使用した献立

31筆→13筆に集約 整備後 整備前

カレー作り

収穫体験

イベントへの出展

有機大豆

伝統野菜

市内の学校給食 ９



○ 明確な地域ビジョンに基づく総合的
な基盤整備 (区画整理、農業用用排
水施設整備ほか)を実施。

○ 事業を契機に核となる法人を中心と
した営農体制を確立。

○ ブランド米の出荷や、幻の酒米を原
料とする日本酒とスナック菓子メー
カーとのコラボなどにより、米の高付
加価値化を実現。

○ 事業を契機に漬物加工施設を新設
し、６次産業化を推進。

○ 農村レストラン及び農産物直売所を
開設し、地域の雇用創出と交流人口
の拡大により中山間地域を活性化。

地
域
の
取
組

【工夫のポイント】

基

盤

（H23年～）

生

産

現

場

核となる法人を中心とした営農体制の強化 明確な地域ビジョンに基づく基盤整備により
複合的な営農を確立し中山間地域が活性化○ 既存法人では、県の地域ビジョンづくり支援

（ソフト事業）を活用し、地域ビジョン計画を策定。

○ 既存２法人と事業を契機に設立した１法人を
地区の中心的な担い手として位置づけ。

○ 新法人「(農)栃堀サスカッチ」では、水稲経営のほか、露地
野菜や花ハス等の生産に取り組むなど意欲的な経営を展開。

基盤
整備

【取組地域の概要】

○位置
新潟県長岡市（特農、過疎、農振、特豪）

○主要作物
・水稲、白ネギ、山菜、さつまいもなど

○主な支援施策
・県営中山間地域総合整備事業（農山漁

村地域整備交付金、農地耕作条件改善

事業）

新潟県

ながおかし

栃堀 ほか
とちぼり

【新潟県長岡市】地域ビジョンに基づく基盤整備を契機とした中山間地域の活性化 ⾷料安保 団体営

【整備前】
○ ほ場区画は狭小かつ不整形であるた

め、農作業に支障。

○ 既設水路の老朽化により用水確保に
苦慮。

総合的な基盤整備に伴う生産性向上

加
工
・流
通

高付加価値化と６次産業化の推進

10（H22～）

デジ⽥ ⼥性活躍

ながおかし

狭小で不整形な区画

老朽化した大正時代の

農業用水用隧道覆工後の隧道

○ 地域ビジョンに位置
づけた「ほ場整備」を
本事業で総合的に実
施したことで、労働時
間が短縮され農業生
産性が向上。

○ 整備した農地を活
用し、山菜、特産の
「やわ肌ねぎ」、サト
イモ等を作付けし、
直売所等で販売して
賑わいを創出。

○ 地域資源である地
元食材を活用した農
村レストランを開設し、
地域の雇用創出と交
流人口の拡大により
中山間地域を活性化。
（年間１万５千人以上
の来客）

○ 「(農)栃堀サスカッチ」は、徹底した土
壌管理などの栽培技術を強化し、コン
テストで金匠を受賞。ブランド米の称号
を獲得。

○ 酒造会社と委託契約した幻の酒米
「一本〆」（新潟県で開発された酒造好
適米）を原料とした日本酒はスナック菓
子メーカーと食中酒としてコラボ。

○ 生産した作物を原料とした
漬物の製造や特産品の開発等を目的
に、漬物加工施設を新設。

ドローンを活用した

防除作業整備されたほ場

花ハスの
出荷作業

漬物加工施設

菅畑地区新鮮野菜祭

農村レストラン

○ 区画整理（２工区24.6ha）及び農業用用排水施設整備（水路工
0.4kmほか）を総合的に実施。

○ 大型農機の導入及び安定的な用水供給が可能となり、農業生
産性の向上及び複合的な営農へ波及。



○ ほ場整備の実施により、地区内農
地の半分が１ha以上の大区画に整備
され、コメの生産コストを大幅に削減。

○ 露地野菜などの高収益作物の導入
により、経営基盤の強化を図る観点
から、地区内水田の一部において、
スマート農業の実証試験を実施。

○ 得られた結果を他地区経営体に普
及・啓発。

○ 約26haの農地において、区画整理や客土等の整備を実施。
○ 大型農機の導入が可能となり、農業生産性の向上を実現。
○ 排水性の向上により高収益作物の導入を実現。

【工夫のポイント】

基

盤

（H27年～）

基盤整備

【取組地域の概要】

○位置
富山県富山市

○主要作物
・水稲、たまねぎ

○主な支援施策
・県営農地整備事業（H27～R2)

・スマート農業技術の開発・実証プロ

ジェクト（R2～R3)

富山県

とやまし

【富山県富山市】大区画水田ほ場における高収益作物の省力機械化一貫体系の実証
とやまし

⾷料安保 団体営

【整備前】
ほ場区画は平均10aと狭小なことに加

え、土水路であるため用水量不足及び排
水不良により、農作業に支障。

ほ場整備による営農の効率化

デジ⽥ ⼥性活躍

水橋常願寺地区
みずはしじょうがんじ

ドローンによる防除

生

産

現

場

スマート農業普及のための取組

大区画水田露地野菜スマート農業実証の取組

地
域
の
取
組

導入技術の効果

整備前大型機械による刈取作業 整備後

協調作業による耕起時間の削減効果

液剤散布作業時間削減効果

大型機械の導入が
困難な狭小田

○ 実証機を用いた実演会を開
催するとともに、ＪＡ広報誌等
による情報発信を行い、管内
の経営体に普及・啓発を実施。

○ ＪＡ組合員へスマート農業機
械の貸出しを行い、初期投資
を軽減するとともに、利用機会
の拡大を図っている。

○ ドローンによる液剤
散布では、散布方法
の違いにより防除時間
に差がみられ、慣行よ
りも作業時間を39～
51％削減。

○ 負担面積割合がロボッ
トトラクタ：有人トラクタ＝
59：41で も効率が良く、
自動運転と有人機の協
調作業による耕起で作
業時間を61％削減。

実演会の様子

11
販売収入及び収量の向上

○ ロボットトラクタによる
精度の高いうね立てに
より、たまねぎにおけ
る10a当たりの収量は、
63.1％、10a当たりの販
売収入は112千円増加。

*慣行区はR2年度、実証区はR3年
度の生産結果
*富山県農業技術課調査

○ 富山県大区画水田露地野菜
スマート農業実証コンソーシア

ムを設立し、主食用米の生産
のほか、たまねぎ等の高収益
作物の普及・定着を目的に、ス
マート農業技術を用いた大区
画ほ場における超省力機械化
一貫体系の確立を目指す。

○ ロボットトラクタによる耕起・う
ね立て、環境モニタリング装置
を用いたかん水、ドローンによ
る防除等の導入により、単収の
向上や作業時間の削減を実現。

ロボットトラクタ
によるうね立て



○ 稲作だけに偏らない多角的な農業

に取り組む活動を推進し、花木や果

物等の生産を拡大。

○ ビニールハウスの活用や休耕地・

耕作放棄地を活用した高収益作物の

栽培・ブランド化を実施。

○ 地域の特性を生かし良好な景観を

形成し、交流人口を創出・拡大。

【整備前】
地域内の用排水路の多くは老朽化によ

り損傷等が著しく、また、水田からの差し
水や降雨時の流水により、湿田状態。

用排水路や暗渠排水等の整備により、農地の汎
用化や労働力軽減に繋がり、地域特産物の生産性
向上や農業経営の安定化を実現。

【工夫のポイント】

基

盤

きめ細かな生産基盤の整備による特産物の生産性向上

（H28年～R3年）

生

産

現

場

稲作だけに偏らない多角的農業の強化

○ 「高浜町総合計画」において、多角的農
業の強化を目指し、新たな産地化に対す
る取組を推進。

○ 地域内ではビニールハウスを活用した
ブドウやイチゴの果物栽培、休耕地や耕作
放棄地を活用したコウホネ、トチュウ等の
薬木、薬草の拠点栽培を実施。

○ さらに数年前に試験栽培を開始し、実っ
た「うちうらレモン」の生育が良好。国産・無
農薬の特徴を活かし、県内で加工し、町内
の６次産業化施設などで製品販売。町内
外から高く評価されており、今後、地域内
での生産拡大を目指す。

担
い
手

水田の乾田化

基盤整備

【取組地域の概要】

○位置
福井県大飯郡高浜町 （山村、特農）

○主要作物
・水稲

○主な支援施策
・中山間地域農業農村総合整備事業（R２～）

・農山漁村地域整備交付金（H28～）

・中山間地域等直払交付金事業（H12～） 等

福井県

青郷内浦地区

おおいぐんたかはまちょう

せいきょううちうら

【福井県大飯郡高浜町】農産物のブランド化と多角的農業による中山間地域の活性化
おおいぐんたかはまちょう

農業の成⻑産業化

老朽化した水路整備された用排水路

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍

○ 畦畔にはシバザクラ、休耕地にはコス
モスを植生する等、従前になかった良好
な景観を形成。

○ 町の観光スポットとして、県内外から
多数の観光客が訪れ、地域の交流人口
拡大に寄与。

地
域
の
取
組

地域の特色を生かした魅力ある農村づくり

イチゴ

うちうらレモン

地域の取組により特産品の収益向上

コスモス

コウホネ

○ 「うちうらレモン」は、「UMIKARA（う
みから）」などの６次産業施設、「高
浜市場きなーれ」などの町内の産直
市場に出荷され、所得の向上に寄与。

販売額（円）

生産量（kg）

95,400

415,740

○ 地域農業の活性化や生産者の収
入先の一助となり、個人生産者の農
業継続の意欲維持に好影響。

【うちうらレモンの販売額と生産量の状況】

農業所得の向上

出荷されたレモン

排水不良田

うちうらレモンの
加工品販売

（レモネードの素）

シバザクラ

12



○ 栗園の造成にあたり、地域住民と

協働し植樹。

○ 新たな都市と農村の交流機会（収

穫祭等）を創出。

○ 栗の剪定枝を、場内に整備した堆

肥処理施設で堆肥化し資源循環型

農業を実現。

○ 基盤整備を契機に経営安定を図

るため「えな笠置山栗園」を法人化。

○ 栗園の造成にあたり、地元住民や小学生
等と協働で植樹祭を実施。（H23～H29）

○ 造成した栗園で、収穫祭（栗拾い、スタン
プラリー等）を開催し、都市と農村の交流機
会を創出。（H26～）

【整備前】
○ 人口減少・高齢化の進行により地域

施設が閉鎖され地域活力が低下。
○ 地元銘菓「栗きんとん」の原材料であ

る栗の供給量が不足。

○ 地域の施設が閉鎖された跡地と周辺の山林を市が購入。
○ 山林を切り開き、現地の地形を生かし大きな切盛を抑制しなが

ら栗園16.2haを造成。
○ 周回道路や、カモシカ等の食害を防止する獣害防止柵を

設置。

【工夫のポイント】

基

盤

栗園の造成により栗の地産地消（商）が拡大

（H24年～R1年）

生

産

現

場

「超特選栗」の栽培を拡大 基盤整備を契機とした収益力の向上

地
域
の
取
組

新たな都市と農村の交流機会を創出

○ 省力で高品質な栗生産体系の確立
により、収穫量や売上高が向上。

○ 県研究所開発の新技術により、省力で大
果・高品質な多収生産が可能となり、契約出荷
栗「超特選栗」の栽培が拡大。

○ 栗の剪定枝を堆肥化し栗園へ農地還元する
など資源循環型農業を実現。

ドローンによる
農薬散布実演状況

基盤整備

【取組地域の概要】

○位置
岐阜県恵那市

○主要作物
・栗

○主な支援施策
・農山漁村地域整備交付金（H24～R1）

・中山間地域等直接支払交付金（H26～）

・スマート農業実証プロジェクト（R3）

岐阜県

恵那北部地区

えなし

えなほくぶ

【岐阜県恵那市】「日本一の栗園」を目指し樹園地開発
えなし

農業の成⻑産業化

○ 更なる省力化、収量増に向け、リモ
コン式草刈機、ドローンを活用した防
除作業、バキュームによる収穫等、
「スマート技術」を取り入れた営農体
系の実証を開始。

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍

加
工
・流
通

経営安定を図るため法人化

○ 「日本一の栗園」を目指し、経営安定を図
るため「えな笠置山栗園」を法人化。（H28）

○ 出荷量の増加と合わせ雇用を拡大。
○ 令和元年には地元の菓子業者と契約出

荷体制を確立。
13

担

い

手

閉鎖した地域の施設（H12）

収穫期の超特選栗

地元銘菓「栗きんとん」

0

5

10

H28 R1 R3

収穫量（t）

0

1,000

2,000

H28 R1 R3

売上高（万円）

新技術（低樹高・超低樹高栽培）

バキュームによる
栗の収穫作業

リモコン式草刈機
による除草作業

植樹祭

収穫祭

3.9

8.0

2.0
724

1,751

349

約４倍！ 約５倍！

整備前（H17）整備後（R1）



【整備前】

柿を主体とする樹園地だったが、販
売価格の低迷、後継者不足などの課
題により、営
農の存続が
難しく遊休農
地が増加。

○ 遊休地を含む約7.3haの農地全ての集積・集約
を図るとともに、高収益作物（キウイフルーツ）の
生産に適した営農
環境の整備を早期
に進めるため、生産
者自らが事業主体
となり、ハードとソフ
ト対策を実施。

○ 柿や桃の販売価格の低迷や生

産者の高齢化に伴い、増加してい

た遊休地を活用するため、地権者

約50人の土地を営農法人が一手に

借受け、集積・集約。

○ ICTを活用したかん水管理と養液

栽培により営農労力を節減。

○ 防風ネットの設置や数値による

科学的な農業へ移行を図り、高収

益作物（キウイフルーツ）の栽培に

適した営農環境を整備。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

生

産

現

場

担

い

手

○位置
三重県度会郡玉城町（半島）

○主要作物
・キウイフルーツ

○主な支援施策
・農地耕作条件改善事業（R1～R5）

わたらいぐんたまきちょう

キウイフルーツ園地への転換

先進地の栽培技術等の導入

キウイ生産のための基盤整備を実施 高収益作物（キウイフルーツ）の導入

による新たな特産品の創出

○ 本州 大級の「玉城キウイ園地」7.3haに
おいて令和４年度初収穫を行い95tを収穫。

○ 土壌水分等の計測や
適切なかん水管理により、
将来的に年間300t程度
の収穫を目指す。

○ 今後、玉城町の事例を参考に県内に30haの
キウイ園地の開発を行うとともに、出荷規格
外品を活用したスムージーやアイスクリーム
などの加工品を展開し、地域の活性化に繋げ
ていく。

加
工

・
流
通

○ 地域の担い手である「農地所有適
格法人浅井農園」は、先進地である
ニュージーランドから新しい栽培技術
や品種を取り入れ、科学的農業へ移
行して経営の安定化を図る。

メーカーと連携したブランド化

整備された圃場

○ キウイ販売大手メーカーと連携し、
三重県玉城産ブランドとして販売。

○ キウイの出荷時期は、南半球の
４月～10月頃に対して、北半球の
日本は11月～3月頃であり、流通が
確保できる。

○ ICTを導入し、土壌水分を計測する
ことで、適切なかん水管理と養液栽培
に切り替え営農労力を節減。

○ 防風ネットや果樹棚を設置し、キウ
イ栽培に適した営農環境を整備。

【三重県度会郡玉城町】基盤整備を契機とした高収益作物（キウイフルーツ）の導入
わたらいぐんたまきちょう

基盤整備

狭小で不整形な区画

（R1年～R3年）

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍

原地区
はら

三重県 「玉城キウイ園地」での初収穫

養液土耕栽培

遊休化した農地整備されたキウイ園地

ブランド化された
キウイフルーツ

ニュージーランド
から取り入れた

アンダーバインネット
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